[教育普及] こどもの鑑賞から考える工芸鑑賞の可能性 by 西岡 梢














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2016年 2月1日発行 （隔月1日発行）  現代の眼  622号
編集：独立行政法人国立美術館 東京国立近代美術館／美術出版社
制作：美術出版社
発行：独立行政法人国立美術館 東京国立近代美術館  





マルセル・ブロイヤーの家具 ： improvement for good
Review
endless 山田正亮の絵画
作
品
に
つ
い
て
考
え
る
、
と
い
っ
た
自
発
的
な
行
為
を
通
し
て
鑑
賞
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
　
今
回
は
子
ど
も
の
例
を
報
告
し
た
が
、
大
人
で
あ
っ
て
も「
タ
ッ
チ
&
ト
ー
ク
」の
際
に
、
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
知
ら
な
か
っ
た
見
方
に
気
づ
い
た
、
他
の
人
と
一
緒
に
鑑
賞
す
る
こ
と
も
面
白
い
、
と
い
っ
た
意
見
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
後
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
や
新
た
な
企
画
を
通
し
て
、
様
々
な
工
芸
鑑
賞
の
可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。 
 
（
工
芸
課
研
究
補
佐
員
）
図4  陶芸ワークショップでの制作の様子
図5  陶芸ワークショップで仕上がった作品
